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脳内におけるゴルジ体の酸性pHの維持はコレ
ステロールの⽣合成に必要である

ゴルジ体の酸性pHの維持に必須な遺伝⼦GPHRの⽋損マウ
ス脳では、コレステロール⽣合成関連遺伝⼦群の転写を制
御するSREBP2の活性化が抑制されていることが明らかに
なりました。これらの結果はゴルジ体酸性pHが脳内コレ
ステロールの⽣合成に必要であることを⽰しています。

(Sou et al., 2022)
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(Yokota et al., 2023)

パーキンソン病患者由来iPS細胞における
ドパミン神経細胞特異的病態の解析

ドパミン神経細胞特異的にGFPを発現するTH-GFP iPS
細胞株（Yokota et al., 2021）を⽤いて、PRKN変異
患者ドパミン神経細胞におけるミトコンドリアと⼩胞
体の接触部位の減少を形態的・機能的に明らかにした
（Yokota et al., 2023）。このミトコンドリア-⼩胞体
間接触部位の減少とドパミン神経細胞変性との因果関
係について引き続き解析を⾏っている。


